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研究成果の概要（和文）：本研究は新しい史料批判の方法論であるデータ史料批判（デジタル史料批判）を提案し、こ
れを主に非文字史料に適用するための情報プラットフォームDCPを構築した。写真や地図を照合するための各種ツール
をDCPに統合することで、照合というエビデンスを結合したエビデンスネットワークを構築することができた。さらに
エビデンスネットワークをSPARQL言語を用いて意味的に検索し、各種史料に出現するシルクロード遺跡の関係を信頼度
に基づき結合する新しい方法を提案した。ついで、データ史料批判の方法を実際のシルクロード遺跡の探索に適用する
ことで、シルクロード遺跡の全体像を把握する見通しを得ることができた。

研究成果の概要（英文）：We proposed the concept of data criticism (digital criticism), a new approach to 
historical source criticism, and constructed an information platform called DCP to apply the approach 
mainly to non-textural sources. We integrated several tools for matching photographs and maps into DCP to 
construct an evidence network connecting evidences obtained from matching. Moreover, we implemented a 
semantic search on the evidence network using SPARQL language to propose a new methodology for linking 
Silk Road ruins across historical sources based on the reliability of relationship. Moreover, we applied 
the data criticism approach to show the first step toward understanding overall relationship among Silk 
Road ruins.

研究分野：人文情報学

キーワード： デジタル・ヒューマニティーズ　デジタル史料批判　遺跡データベース　歴史情報　セマンティックウ
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１．研究開始当初の背景 
史料批判、あるいはより一般に source 
criticismと呼ばれる研究プロセスは、多種多
様な史料を評価し、読み、解釈するという人
文学研究の基礎をなす。歴史研究では、文字
史料を研究者が読むという伝統的な場面での
史料批判の方法論は確立しているが、地図や
写真、画像といった非伝統的史料を「読む」
場合の方法論は確立していない。 
史料を批判的に読む態度を表す言葉
「source criticism」、あるいは一般的な意味
での criticismや critiqueは、歴史学、考古学、
美学、宗教学、ジャーナリズム、法律学、メ
ディア研究に至る、人文学の広大な分野にお
ける基本的概念である。筆者らがこれまで提
案してきた「データ史料批判」はこうした方
向の研究の一つと位置づけることができる。 
その一例にシルクロードの遺跡照合に関
する我々の研究がある。そこで鍵となったの
は、地図や写真等の空間画像史料の正確性に
対する「疑い」であった。空間画像史料は精
細(precise)であるがゆえに正確(accurate)で
あるとの誤解を招きやすく、その信頼性を判
定する方法も確立していなかった。そこで
我々は、地図や写真を「批判的に読む」方法
を確立することで地図の誤差を定量的に把握
する方法を確立し、誤差を考慮すればシルク
ロードの遺跡が照合できることを示した。 
 
２．研究の目的 
こうした研究成果に基づき、本研究は「デ
ータ史料批判」およびそのアップグレード版
となる概念である「デジタル史料批判」につ
いて研究を進める。 
「デジタル史料批判」という名称は、史料
批判に有用なデジタル技術を共通の言葉で議
論する場を作りたいという意図がある。従来
は個別の技術的な方法論（アルゴリズム）と
して扱われてきたものを、史料批判という歴
史学の共通の俎上に載せることで、概念を共
有して議論を深化させるというのが意図であ
る。歴史学は従来からエビデンスに基づく推
論が人文学の中でも特に重視されてきた分野
であるからこそ、デジタル技術を用いた史料
批判のモデル化によって、研究の新たな可能
性が開けることへの期待が大きい。 
以前の概念と比べると、「データ」という
史料の種類よりも「デジタル」という方法の
違いに注目を移した点が異なる。そしてデジ
タル技術の利点を活かす観点から、ボトムア
ップ的な推論過程を記録するエビデンスネッ
トワークというモデルを考案し、このモデル
を核とした史料批判の体系化を進めるとの構
想に至った。 
こうした批判的な読みを支えるのがエビデ
ンスという概念であり、「エビデンスベース」
という科学の一般原理である。科学研究の基
本は、証拠と仮説の積み上げで形成される「エ
ビデンスの網の目」から事実や理論を見出す
という推論過程にあり、そのレベルでは自然

科学と人文科学に大きな違いはない。しかし、
自然現象の客観的な観測の分析から始まる自
然科学とは異なり、人文科学では人間が作り
出す文字・非文字の記録の分析から始まると
いう点に根本的な違いがある。そのため、自
然科学では数式一つで幅広い分野をカバーす
るトップダウン的なアプローチが有効な場合
もあるが、人文科学では記録を丹念に解釈し
てエビデンスの網の目に埋め込んでいくボト
ムアップ的なアプローチが不可欠となる。す
なわちエビデンスベース人文学を実現するに
は、ボトムアップにエビデンスを積み重ねて
いける研究基盤を構築する。 
なお誤解を避けるため、人文情報学で典型
的な計量的アプローチに基づく人文学と、本
論文が提唱するデジタル史料批判との違いを
強調しておきたい。計量人文学は、史資料を
データとみなして史資料（群）から導かれる
数字を分析することを目的とするが、デジタ
ル史料批判は、史資料を解釈した結果をエビ
デンスとして論理的にモデル化することを目
的とする。例えば、テキスト中の語の出現頻
度や特徴的な語などを数値的に計算するのが
計量人文学、一方史資料に含まれる誤りや偏
りを検証したエビデンスを論理的に結合して
いくのがデジタル史料批判である。 
 
３．研究の方法 
史料や概念に関する証拠や仮説を連結したエ
ビデンスネットワークという理論的なモデル
を構築し、これを Semantic Web技術を用い
て実装するというのが本論文の目標である。
そして「ディジタル・シルクロード」プロジ
ェクトにおいて長年取り組んできたシルクロ
ード遺跡データベースなどをケーススタディ
として、デジタル史料批判を深化させ一般化
することを基本的な方針とする。 
本研究では、エビデンスベースの史料批判
について、証拠、仮説、事実という 3 つの概
念を定義し、さらに確信度という属性を導入
する。 
 証拠 史料（データ）の間の関係を指す。
例えば史料 Aの一部 Bと史料 Cの一部
D が意味的に関連している等の知見を

図 1 エビデンスネットワークの模式図 



証拠と呼ぶ。 
 仮説 歴史概念の間の関係を指す。例え
ば遺跡概念 E と遺跡概念 F には関係が
ある等の知見を仮説と呼ぶ。 

 事実 今後の研究の基礎となるような
確たる関係を指す。複数の証拠と仮説を
エビデンスとして明示的に登録するが、
研究者の考え方によってその判断は異
なる場合もある。 

 確信度 人文科学では客観的な観測に
基づく確かな証拠や仮説を得ることが
難しく、証拠や仮説には史資料に起因す
る制約が残る場合もある。そこで証拠や
仮説に確信度という属性を設け、証拠や
仮説の確からしさを数字やカテゴリで
表現する。 

図 1は、証拠、仮説、事実をノードとするエ
ビデンスネットワークの模式図を示す。そし
て以下のような研究の推論過程を通して、エ
ビデンスネットワークの構築が進むと想定
する。 
(1) 様々な史料に対する証拠と様々な概念に
対する仮説を結合したエビデンスネット
ワークを成長させる。 

(2) エビデンスネットワーク上で矛盾する証
拠や仮説を見つけ出す。 

(3) 内容の再検討を通して証拠や仮説のエビ
デンスを洗練させ、確信度を増加させる。 

(4) 今後の研究の基礎となる事実を確定させ
る。 
さらに確信度が高い証拠や仮説だけを選択
して史料批判を行うなど、動的な推論過程を
実現できることもデジタル環境ならではの
利点である。このような推論過程を支える研
究基盤とツールを、多数のケーススタディを
通して洗練させることが、デジタル史料批判
の重要な課題である。 
こうしたエビデンスネットワークを構築
するために、本研究ではデジタル史料批判プ
ラットフォーム DCPを構築する。これは図 2
に示す 3つのコンポーネントから構成される
ものとする。 

1. データリポジトリ デジタル史料批判
の素材となる史料（データ）や、仮説の

基礎となる概念、そして史料や概念に対
するエビデンスを蓄積する。データはテ
キストに限らず画像や地図なども含み、
これらに一意の識別子を与えた上でメ
タデータを付与し、証拠ツールや探求ツ
ールからの利用を可能とする。 

2. 証拠ツール 史料（データ）を解釈した
結果を証拠として登録するツールであ
る。例えば 2枚の写真に撮影されている
遺構が同一のものであるという解釈や、
2枚の地図に記載されている別名の遺跡
が同一のものであるという解釈などを
証拠として登録する。史料タイプの特性
に合わせてツールをデザインし、解釈の
結果だけでなく、状況や根拠もデータリ
ポジトリに登録できるようにする。 

3. 探求ツール その時点で得られている
エビデンスネットワークを分析し、そこ
から導ける仮説や事実を登録するツー
ルである。エビデンスネットワーク上に
積み上げた証拠や仮説の信頼度と、それ
らの整合性を考察しながら、エビデンス
ネットワークを洗練させていく。そのた
めには、エビデンスネットワークを自在
に操作する機能が必要となる。 

この 3つのコンポーネントについて、それぞ
れツールを開発する。例えば証拠ツールにつ
いては、以下の 3つのツールを開発した。 
(1) マッピニング 地図を対象とした空間的
な照合 

(2) フォトフィット 写真を対象とした視覚
的な照合 

(3) メモリーハンティング 写真と実世界を
対象とした空間的かつ視覚的な照合 
その詳細については別の論文に譲る。 
 
４．研究成果 
筆者らがすでに出版した論文の事例を対象
として、エビデンスネットワークの構築方法
を例示する。これらのエビデンスネットワー
クは、実際に研究が進行した過程に対応する
というよりは、様々な試行錯誤を経て得られ
た研究成果を、エビデンスネットワークとい
うツールを使って再現したものである。また
本論文では史料批判の中身については議論
せず、史料批判の結果として得られるエビデ
ンスネットワークに焦点を合わせる。 
まず、Murtuk Ruinsと烏江不拉克仏塔の
例を取り上げる。図 3はMurtuk Ruinsと烏
江不拉克仏塔を撮影した写真を示す。ここで
の出発点は、ある古写真中の「Murtuk 
Ruins」という名前の遺跡と、ある現代写真
中の「烏江不拉克仏塔」という遺跡が同じも
のではないかという推定である。写真と遺跡
名は写真のキャプションを通して結ばれて
いるが、遺跡名には綴りの類似性がないため、
名寄せだけで同一性を判定することは不可
能である。しかし、古地図を使った場寄せを
進める過程で、これらの遺跡の同一性に関す
る探究を進めることになった。そこでフォト

図 2 デジタル史料批判プラットフォー
ム(DCP)の模式図。 

図 3 Murtuk Ruins M.B.I（左）烏江不拉
克仏塔（右）を照合した例。 



フィットを使って 2 枚の写真を比較すると、
写真を平行移動・拡大縮小することで、写真
中の遺跡形状の対応付けが可能であること
が判明した。このように写真に対する史料批
判を通して、2 つの遺跡の同一性に関する仮
説を提示することができた。 
以上の推論過程をエビデンスネットワーク
として表現したのが図 4である。四角ノード
はソースノード、楕円ノードはエビデンスノ
ードであり、それらを有向グラフで結んだも
のがエビデンスネットワークとなる。まずは
写真のキャプションを用いて、史料と遺跡を
リンクする。次にフォトフィットを用いて写
真の重ね合わせを行い、史料上での一致とい
う証拠をエビデンスノードとして登録する。
そして、フォトフィットで得られた証拠を基
に、2つの遺跡が同一のもの（sameAs）であ
るという仮説をエビデンスノードとして登
録する。これにより、この研究者が 2枚の写
真の照合という解釈から導いたエビデンス
ネットワークが完成した。今後の現地調査な
どでさらにエビデンスを蓄積できれば、この
2 つの遺跡の同一性を事実と認定し、今後の
研究に引用していくことが可能になるかも
しれない。 
次に、Chikkan-köl と七康湖遺跡の例を、
より複雑なエビデンスネットワークの例と
して、そして複数の史料を照合して証拠を積
み上げ、それらの証拠を基にして遺跡の同一

性に関する仮説を立てる例として取り上げ
る。 
出発点は、ある仏教寺院遺構と別の仏教寺
院遺構とが同一のものではないかという直
観である。そこで、マッピニングを用いた地
図上での「場寄せ」の証拠、フォトフィット
を用いた写真照合の証拠、そして Google 
Earthを用いた景観照合の証拠などを次々と
登録することで、エビデンスネットワークを
成長させていく。一方これとは別に、仏教寺
院遺跡と七康湖遺跡との同一性に関する証
拠が得られており、さらにこの仏教寺院遺跡
と Chikkan-köl として知られている場所の
同一性に関する証拠が得られている。 
そこでこれらがお互いに同一であるという
仮説を立ててエビデンスネットワークに登
録して図 5のネットワークを得た。これによ
り、3 つの遺跡と地点が同一であるという仮
説が得られ、エビデンスネットワークを再検
討しても個別の証拠や仮説に問題はなさそ
うであると判断できたことから、七康湖遺跡
と Chikkan-köl は同一の地点であるという、
遺跡や地点に関する未知の関係性を仮説と
して提示することができた。 
最後に、このエビデンスネットワークを対
象とした SPARQL 検索の例を図 6 に示す。
これは確信度が高いエビデンスのみを検索
するというクエリであるが、これにより検討
対象とするエビデンスを動的に選択できる
ため、エビデンスネットワークの分析や洗練
化をより効率的に行えるようになると考え
る。 
なお図 4や図 5で示したエビデンスネット
ワークは、研究の再現として構築した仮想的

図 4 Murtuk Ruins M.B.Iと烏江不拉克
仏塔に関するエビデンスネットワーク。 

図 5 Chikkan-köl と七康湖遺跡に関す
るエビデンスネットワーク。 

PREFIX dcterms: <http://purl.org/dc/terms/> 

PREFIX dcp: <http://dsr.nii.ac.jp/dcp#> 

SELECT ?instance_a ?Relation ?instance_b ?C

F 

WHERE { 

?Hypothesis 

dcp:certaintyFactor ?CF ; 

dcp:subjectUri ?a ; 

dcp:objectUri ?b ; 

(a) SPARQL を用いたクエリ。確信度の高い
エビデンス（CF>80）のみを検索した。 

(b) SPARQL 検索結果。今後はこれをグラフ
として可視化する計画である。 

図 6 エビデンスネットワークの SPARQL検
索例。 



なものであり、実際の研究をこのツールで推
進した例はまだ存在しない。今後は多数のケ
ーススタディにおいて DCP を実利用し、研
究者のフィードバックに基づき DCP を改良
する計画である。 
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